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本論文ではまず、LSPR 波長の二乗が電荷密度に反比例することを考慮し、Sn ドープ量による ITO ナ




る近赤外領域の吸収は LSPR 由来であり、Sn ドープ率が 10%のとき最も短波長に吸収ピークを示すこと
を明らかにした。次に、ITO ナノ粒子近傍での電場増強度を定量的に評価するため、色素の二光子吸収
効率をフェムト秒過渡吸収分光により測定した。ガラス基板上へのスピンコートにより得られた ITO ナノ粒












離状態は測定限界（> 2 ns）を超えて観測され、電荷分離寿命が非常に長いことが明らかとなった。 
次に、可視光による水の完全分解反応に用いられる半導体光触媒開発において、これまでほとんど手
付かずの状況であった酸素生成助触媒の開発について検討した。まず、オレイン酸マンガンを金属前駆
体として用い、溶媒中で 30 分還流することにより、MnO ナノ粒子を合成した。GaN と ZnO の固溶体であ
る GaN:ZnO電極への担持によりMnOナノ粒子はMn3O4ナノ粒子に転化し、無担持のものと比較して 10
倍以上の光電流値が観測されたことから、Mn3O4 ナノ粒子が水の酸化を促進していることが明らかとなっ




いて検討した。単分散CoyMn1-yO固溶体ナノ粒子（0 ≤ y ≤ 0.4）をステアリン酸コバルトおよびオレイン酸マ























 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（ 理学 ）の学位を受けるに十分な
資格を有するものと認める。 
 
